
日本アーティスティックスイミングチャレンジカップ２０２３ 

監 督 者 会 議 次 第 

 

日時：2023 年 6 月 8 日(木) 午前 10 時 30 分 

場所：東京アクアティクスセンター会議室 

 

１ 挨拶・大会概要  (公財)日本水泳連盟  ＡＳ委員会   

    副委員長  山田 智子 

       

２ レフリー紹介  日本ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ 2023   

    レフリー  田中 洋子 

       

３ 資格確認  日本ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ 2023   

  チーフレコーダー  坂尾 国香 

       

４ 競技・その他について  日本ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ 2023   

  テクニカルマネージャー  諸寄 暢子 

       

５ 演技順抽選       

6 その他       

7 エントリーリスト確認       

  コーチカード確認       
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日本アーティスティックスイミングチャレンジカップ２０２３ 

 

１．競技について 

（１）本競技会は World Aquatics2022-2025(新ルール)を適用し、2023年度(公財)日本水泳連盟諸規

則および本大会競技要項に基づいて行う。 

（２）プレスイマーは置かない。 

（３）ミックスデュエット TECH は出場数が３に満たないため公開競技とする。 

（４）リザーブをエントリーしている種目は、メンバー変更の有無にかかわらず当該競技開始２時間

前（エントリー締切）までに、最終エントリーを所定の用紙でプールサイド本部席後方に設置

したエントリーボックスへ提出すること。 

（５）棄権する場合は、所定の用紙に記入し、当該競技開始２時間前までに大会本部へ届け出るこ

と。時間内に届け出をしなかった場合は、棄権料 3,000円を徴収する。また、無断で棄権した

場合は、さらに罰金 3,000 円を徴収する。（但し、医療的理由の場合においてレフリーが認め

た場合にはこの限りではない。無断で棄権した場合は更に罰金 3,000円を徴収する。）棄権を

伴うメンバー交代については ASルール 6.3.1、13.6 に従う。 

（６）本競技会は日本アンチ・ドーピング規定が適用されるので、常にＡＤカードを携帯すること。 

（７）６月 11日に各競技の前後（予定）に日本代表チームのエキシビションと紹介式を行う。 

アクロバティックルーティン競技終了後 

①アクロバティックルーティン エキシビション  

 デュエットフリー競技前 

②デュエットフリー エキシビション 

 ミックスデュエットフリー競技前 

③ミックスデュエットフリー エキシビション:  

ミックスデュエットフリー競技終了後 

④ソロテクニカル（乾） エキシビション 

⑤男子ソロフリー （佐藤よ）エキシビション 

⑥チームフリー エキシビション 

⑦世界水泳選手権 2023福岡大会日本代表選手 紹介式 

２．競技時間・練習時間について 

大会ホームページで公開した別紙スケジュールの通り行う。 

変更がある場合は、通告で周知する。 

３．式典について 

① 開会式 ６月９日（金）９：00～９：10 ８：50 にユニフォーム着用し招集所に集合すること。 

※加盟団体番号順（北から順）に並び、開催地東京都が最後。 

② 表彰式 各競技終了後に行う。 

４．表彰について 

 １位から３位にメダルを授与し表彰する。 
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※メダルは、実際に泳いだ選手のみに授与する 

５．プールの使用について 

① メインプール、サブプール、ダイビングプールの水温は 28.5℃に設定する。 

② メインプールのスタート側には幅１００ｃｍ、水面から３０ｃｍの立ち上がり台がある。 

スタート台取り付け金具・水切りジャバラの上など滑りやすいため、転倒しないように注意す

ること。 

③ ダイビングプールについて。 

・コースロープから飛込台寄りのエリアは使用できない。飛込台側で入退水しないこと。 

・競技中はコースロープ側での Warm-up、Downのスイムのみとする。 

④ 練習中のアクロバティック動作について、接触に十分注意習すること。 

 

６．会場の使用について 

（１）入館は１階東側からとし、２階正面入退場口の使用はできない。 

（２）ＡＤカードを持っている選手・関係者以外は入館できない。 

（３）館内にいるときは、ＡＤカードを常時首から下げて着用すること。また入退館に際しては、Ａ

Ｄカードを提示し、係員の指示に従うこと。 

（４）入館から退館時までの全ての場面で、人との距離をとって行動すること。 

（５）感染防止の観点から、通路は上履きで通行すること（裸足の通行は厳禁とする）。土足でのプ

ールサイドへの立ち入りは厳禁とする。 

（６）メインプール・サブプールを使用した際は、更衣室で水気を拭き取り、衣服を着用して、通路

に出ること。 

（７）２階への移動はエントランスロビー中央の階段を使用する。 

（８）選手席は６月９日から使用できる。ステージ側の２ブロックを応援席とし、自クラブの応援・

撮影に使用できる。（交代制） 

（９）招集室で脱いだ衣服等のカゴは、自分でプールサイドの指定場所へ運ぶこと。（マスクをして

いた場合、選手イス・脱衣ボックスに直接置かず、ユニフォーム着用のポケットへしまう、ま

たは持参したビニール袋に入れて管理すること。） 

（10）こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。 

（11）プールサイドで水分補給はできるが食事はできない。食事は選手席で個別に摂取すること。 

十分な距離をとり、対面しないように工夫をすること。 

（12）更衣室は更衣のみの使用とする。更衣室内を控え場所としたり、飲食をしたりすることはでき

ない。大きな荷物は選手席の車椅子スペースもしくは更衣室内の指定場所に置き、サブプー

ル・選手控え所には持ち込まない。置き荷物は、忘れ物として扱う。また競技会終了後、残っ

た忘れ物は処分する。ロッカーの鍵を紛失した 場合は 5,000円を館に支払う。 

（13）男子選手はサブプール更衣室のシャワー室を使用する。女子選手のシャワーはメインプール更衣

室内のシャワー室を使用する。サブプールのシャワー室は使用できない。サブプールとトイレの

間は強制シャワーが出るようになっているため、衣服を着用している場合は注意すること。スタ

ジオ側の出入口からロビーのトイレを使用できる。但し、職員、プレスなど一般の方との共用と

なるため、衣服を着用の上使用すること。 
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（14）メイクアップ、髪あげは選手席・選手控え場所で、持参したシートを広げた上で行うことを認め

る。シート上の汚れを落とさないように注意し、そのまま持ち帰ること。ゼラチン、ピンの使用

には十分注意し、髪やゼラチン、ピン類で床を汚さないこと。館内のトイレ、更衣室の洗面所に

ゼラチンを流さないこと。各自回収袋を持参し、ゼラチン、ピン類は必ず持ち帰ること。 

（15）競技後のシャンプー、髪下ろしは宿舎に戻ってから行うこと。但し、競技後、宿舎によらず帰宅  

   する場合に限り、メインプールシャワー室でのシャンプーの使用を認める。競技後に練習を行う

場合は髪を結ったままキャップを被って泳ぐこととし、周囲に髪、ゼラチン、ピンを落とさない

ように留意すること。 

（16）「競技会場においての商業ロゴマーク等についての取り扱い規程」を厳守すること。 

 

７．救護体制について 

大会期間中、ドクターが常駐している。選手の健康管理には十分注意すること。 

８．広報・報道対応 

プレスのインタビュー取材は行わない。 

 

９．スポンサー提供飲料のヤクルトより、飲料が提供される。要冷蔵のヤクルト製品は大会本部で、そ

の他の常温飲料は受付付近で配布する。冷蔵庫開閉の際は、手指消毒を行い、飲料は飲み切るこ

と。空いた容器は、専用のゴミ箱に捨てること。ペットボトル飲料の飲み残しは、持ち帰ること。 

10．テレビ 放映 ・インターネット映像配信 

テレビ放映 ・インターネット映像配信 は行わない。 

11．競技結果 

競技結果を、下記の公式サイトにて確認することができる。 

SEIKOアーティスティックスイミング・リザルト速報サービス 2023年 

http://swim.seiko.co.jp/artistic/ 

※速報は WEB掲載のみとし、クラブ毎の配付は行わない。 

12．大会プログラムについて 

大会プログラムは受付にて一部 1,000円で販売する。 

13．その他 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 


